
　WCPT－AWP，ACPT 学会は盛会のうちに幕を下ろした．1,057 名の参加者のうち 471 名
が日本からの参加であったことから，台湾理学療法士協会から深い感謝の言葉をいただい
た．学会で目に付いたのは，日本人若手理学療法士の積極的な学会参加である．日本人の
多くは英語を苦手としているためか，これまで経験した理学療法関係の国際学会では参加
登録者に比して会場で会う日本人の少なさに興ざめしていたが，親日的で母国語が同じく
英語でない台湾での学会ということもあってか，ポスター会場は大変な賑わいであった．
　世界はまさにグローバル化の真っただ中．現在，その必要性を感じようと感じまいと，
今後はいやでも世界に目を向ける必要に迫られる．時に日本の独自路線や独特な発展はグ
ローバル企業のビジネスマンや大学の知識人からは「ガラパゴス化」と揶揄される．今回
の WCPT－AWP，ACPT 学会での光景は，20 年後の理学療法にわずかながら期待が感じら
れるものであった．
　本号の特集は，「呼吸理学療法の過去・現在・未来」．2010 年 6 月号「呼吸機能障害とチー
ム医療」以来の呼吸関連の特集である．呼吸理学療法は理学療法の分野でも，日本で独自
の発展を遂げてきた分野である．私は個人的にはガラパゴス化は好意的にとらえている．
日本独自の技術があることには誇りすら覚えることもある．一方，理学療法は，ゾウガメ
やイグアナと違い，世界の人の健康と長寿を願うものであるからこそ，世界に認められて
初めてその価値が享受される．今回，わが国を代表する 5 人の理学療法士に呼吸理学療法
の過去・現在・未来について解説していただいた．千住氏は誰もが知る呼吸理学療法のパ
イオニアであり，その論述には歴史の重みすら感じる．嶋先氏は ICU 専属の理学療法士と
して活躍中で，三浦氏は神経筋疾患の呼吸理学療法のリーダー，鵜澤氏は米国呼吸療法士
の資格を持つ理学療法士，そして，高橋氏は臨床の最前線で COPD のエビデンスを追い続
けている．どの解説も呼吸理学療法発展のマイルストーンになり得るものである．引用論
文の多くは外国人によるものであるが，そのなかでも三浦氏らの臨床研究グループの論文
（Ishikawa Y, et al：Neuromuscular Disorders, 2011）は日本発のエビデンスとして，世界を
リードする論文である．日本の丁寧な医療を世界に向けて発信していく努力を見習いたい．
　本号では，偶然にも，嚥下，酸素，栄養など，呼吸に関連する記事が併載された．呼吸
理学療法に関する書籍の保存版になることは言うまでもない．
　思い返せば，台湾理学療法士協会は東日本大震災の後，いち早く支援を申し出て，1,000 
台ものシルバーカーなどを日本に寄贈してくれた．彼らの行為は多くの被災者の支えと
なったことであろう．世界の超高齢社会をリードする日本で，日本発の呼吸理学療法が，
言葉の壁や国境を越えて世界に拡散し，グローバル化の先駆けになることを期待している
し，今回 WCPT－AWP，ACPT 学会に参加した若手理学療法士には，そのポテンシャルが
十分備わっていると心から期待している． （高橋哲也）
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